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１．背景 
中国は⽇本と同様、⾼齢者⼈⼝と⾼齢化率の急増により、⾼齢化問題に直⾯している。

また、両国の⾼齢化の特徴に対する対⽐と分析により、中国は医療・介護、孤⽴・孤独
死、未富先⽼問題を抱えている。加えて、平均寿命の延びにより、⻑くなりつつある⽼後
の⽣活をどう⽀えていくかが重要な課題になっている。このような背景により、両国とも
⾼齢化問題の対応の⼀つとして、「学習・社会参加」を推奨している。  

２．⽬的 
今まで、⾼齢者の学習活動については、社会参加活動の⼀つとして取り上げられた研究

は多く⾒られるが、学習活動の動機まで検討する論⽂はまだ少ない。そこで本研究では、
社会参加活動としての⽼後の学習活動の関連要因を明らかにし、加えて、⽣涯学習として
の学習活動への動機に着⽬して参加の程度への影響を明らかにする。さらに、課題を整理
することで、⽼年⼤学の受講⽣及び⾼齢者の学習活動に対する⽀援の可能性について検討
を⾏うことを⽬的とする。 

３．⽅法 
オンライン調査票の作成専⽤アプリ「アンケートスター」を⽤い、調査票を作成した。

アンケートの質問項⽬は、以下の通り。 
「基本属性」の項⽬は性別、年齢、独居期間、最終学歴、⽼年⼤学での学習頻度とし

た。「⼈間関係」について、本研究は⼈間関係の中で、ソーシャルサポートネットワーク
の少ない者を、社会的に孤⽴している者とし、 Lubben So- cial Network Scale-6  （以下 
LSNS-6  とする）によってソーシャルサポートネットワークを測定した。栗本ら 13)は、
LSNS-6の得点が 12点未満なら「社会的孤⽴状態」と判定し、得点が 12点以上なら「⾮
社会的孤⽴状態」と判定している。「学習活動の関連要因」は、⽂献レビューより、調査
項⽬を確定した。「学習動機及び継続性」は、信頼性と妥当性の検討がなされている学習
動機尺度と継続意志尺度を⽤いた。 

分析⽅法は、学習活動への参加頻度を統合して「週に 2回以上」、「週に 1回か 1回未
満」の 2 群に分け、参加頻度を⽬的変数としてロジスティック回帰分析を⾏った。データ
の分析は、IBM SPSS Statistics26 for Macで⾏った。 
４．結果 
研究対象 142 ⼈の内、男男性は 28.9％、⼥性は 71.1％である。年齢は、「65歳未満」

の調査対象者が 65.5％を占めている。調査対象者の最終学歴は約８割が「⼤学以上」であ
る。また、調査対象者の独居期間は「1 年以上 5 年未満」、「5 年以上」の⼈数を合わせ
て 28.9％を占めている。LSNS-6の得点により⾮社会的孤⽴状態の調査対象者が 90．8％
も占めている。 

参加の程度への関連要因では、「⼼理状況」の「気分の落ち込みはありますか。」の有
意差が認められた。気分の落ち込みがある者は、学習活動への参加頻度が低い。「環境状
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況」の「テレビ・ラジオからの情報を⼊⼿していますか。」の有意差も認められた。普
段、テレビ・ラジオを主な情報源としている者は、学習活動への参加頻度が低い。 

学習動機では以下の項⽬に対する同意度が⾼いほど、学習活動への参加頻度を促進して
いた。「交友志向」の「新たな友⼈を作ることができるから。」；「経験関与的課題志
向」の「⽇常⽣活で⾒たり，聞いたりしたことについて学びたい。」；「特定課題志向」
の「興味ある分野を学びたい。」。 

以下の項⽬に対する同意度が⾼いほど、学習活動への参加頻度を阻害していた。「交友
志向」の「⼈間関係が豊かになるから。」；「⾃⼰向上志向」の「⾃分の幅を広げた
い。」と「物事を多様にみることができるから。」。 
５．結論 
本研究では、中国における⾼齢者の学習への参加について、「新たな友⼈を作る」、

「⽇常⽣活で⾒たり、聞いたりしたことを理解する」、「興味ある分野」のために必要な
知識を得ることが参加の頻度を⾼めていることがわかった。国や⾃治体や⼤企業には、⾼
齢者がその知識・経験を活かした地域での活躍の場の充実や、学習意欲がある⾼齢者の特
徴を踏まえた学習機会の充実が求められており、学習情報の提供、学習内容の開発、関連
事業の推進及び諸活動への指導・助⾔を始めとした学習環境の整備に努めることが求めら
れる。今回分析してない⾼齢者の学習の関連要因を検討することも今後必要である。⾼齢
者の学習活動の関連要因と学習動機だけではなく、学習活動参加への積極性や学習活動参
加への持続性や学習の楽しさなど、他の要因も組み⼊れて検討することが課題として残さ
れている。
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